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この地域は

む女性がそ

ある。 

女性の活

女性の活躍

性について

の支援を拡

男女がと

消等を図る

労働力の中

分発揮して

女性の社会参

が下がるＭ字

：総務省「国勢調

20-24 2

は、全国に

それぞれの

活躍が期待さ

躍の場の拡

て社会全体の

拡充していく

ともに仕事

るとともに、ワ

中核をなす

社会で活躍

参加の進展に

字カーブは依

調査（平成22年

25-29 30-3

愛知2

に比べ、女性

望む働き方

されていな

拡大に向け

の理解を深

くことが求め

事と子育て

ワーク・ラ

生産年齢人

躍していくこ

（図表2

により労働力

依然として解

年）」、内閣府「男

34 35-39

愛知201

2000

性の労働の

方で就労を

ながら、その

、女性の意

深めていくこ

められる。 

を両立して

ライフ・バ

人口（15～

ことは、愛知

2-1）女性

力率は上昇し

解消されてい

日本

男女共同参画白

40-44
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のＭ字カー

を継続できる

の能力の活

意欲や能力

ことが必要

ていくために

バランスを

～64 歳）が

知・名古屋

性の年齢階

しているが、

いない。 

ｽｳ

本2010 

白書（平成23年版

45-49 50

ーブの谷が

る環境づく

活用が十分

力を高めると

要である。ま

には、固定

を推進する

が減少する

屋の持続的な

階級別労働力

、欧米諸国

ｳｪｰﾃﾞﾝ 2008 

年版）」 

0-54 55-5

ドイ

が深い状況

くりを進めて

でない分野

とともに、女

また、女性の

的性別役割

ことが重要

中、女性が

な発展にと

力率 

国とは異なり

9 60-64

イツ2008

米国2008

況にあり、就

ていくことが必

野もあること

女性の参画

の再就職や

割分担意識

要となる。 

がその能力

とって不可欠

、子育て期

65以上

就労を望

必要で

とから、

画の必要

や起業へ

識の解

力を十

欠。 

期にその割
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（図表2-
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ポール、フィ

（図
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就業者に占め
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た理系分野を

本調査」（各年度）

版）」

46.5 4
3.0

35.7

イ
ギ
リ
ス

業者
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